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唾液検体を用いた in vitro アレルギー試験法の確立 

一般的なアレルギ

ー試験法は血清を使

用するため簡便であ

るが、擬陽性が多いこ

とが知られている。ま

た、採血を必要とする

ため、注射針による疼

痛を生じ、特に食物ア

レルギー患者の多く

を占めている乳幼児

や小児や採血が困難

な高齢者への負担が

大きいことが問題視

されている。唾液は自

己採取が可能な非侵

襲性検体であり、血液 

 

新型コロナウイルス感染症をはじめ、簡便かつ非侵襲的に採取できる唾液を用いた様々な検査法が開発さ

れているが、唾液を用いたアレルギー試験法は現時点で確立されていない。本研究により、唾液検体による

新規アレルギー検査法の実用化が望める。 

●より簡便かつ非侵襲性のアレルギー検査法の提供 

●自己採取可能な唾液を用いることにより医療従事者の負担軽減 

●唾液中 IgE の機能解析 

【特許】第 7587745 号、国際出願番号：PCT/JP2022/007612 

【科研費】・課題番号 23K14417「唾液検体を用いた in vitro アレルギー試験法の確立」 

【学会発表】・「唾液を用いた in vitro アレルギー検査法の開発」 

検査に比べ安全性も高いという特徴があり、唾液検体を用いた簡便かつ信頼性の高いアレルギー試験法を確

立することで、患者および医療従事者の負担軽減が期待できる。in vitro 超高感度 I 型アレルギー検査法

IgE Crosslinking-IgE Crosslinking-induced Luciferase Expression (EXiLE) 法は従来のアレルギー試験

法よりも少量の血清で測定することが可能であり、血清よりも含有量が少ないとされる唾液中 IgE の測定に

も応用可能と考えられる。本研究では、非侵襲性かつ高感度なアレルギー試験法の作成を目指し、唾液を用

いた EXiLE 法の確立を目的としている。 


